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日本言語地図(国立国語研究所)
全6 fl日のうち2冊が出た。 定価第1ui 7， 000円， t(} 2集8，000円。

大した地図が山米あがったものだ。 全国的な方言分布図は， 言う

までもなく国語調査委員会の音'Ydi' 口語法lζ関するものが従*11佐一

恨 のもので， ともかくも有益だったが， 今回の地図はそれと比較する

。
調査の目的から調査項目そのほかについての詳しい説明である。

約2年間の慎重な準備の後， 昭和32年から8年余の現地調査， 40 

年から地方言語研究室員の整理編集などがいかに行われたか， 苦心

の程がよく分る。

付録がニつあり， その2は調査票その他， そのlは調査地点一党

であって， 調査地点番号とその地点の市町 村名 ・ 淵査担当 者 ・ 調査
年・使用した調査裂の極類などが記されているから， 地図上の成る 宮
地点の調査事↑1�を知りたいH寺などにこれを見ればすぐ分る。 ただし

仰

のも尽であろう
。



fうì;ll'2， 403地点であるのは， 調査地点総数lと1Jfl3';(しなかったところ を見よ』も， nぺージの「動詞項目全体について」を見よ』でな

のI tf) 3調査京27項目だけを調査した3地点が泊手県にあるか、

だ(18ぺ胸l注)。 乙の3地点のうち宮古市鍬ケl崎町日影は， 宮古市第

17t山剖新IUJと))IJ呑口を与えられないほど接近しているのであろう，

そしてiiJ.'J'ft才í'2人の調査項目も柿い合っているから， 同一祷号の地

点lζ記入しである。 従って地区l上の全地点数は2，402となる。解説

lとは乙の[日jの�JI:↑fJの説明が無いから， 0t悶を抱く人もあろうかと}�t

って一言しておく。

調査首は主主凸をも合め て65名， Hfで交替した段少2地点の人

もあるが， 多きは83地点も往訪調査し て いる。 各?J，'，J笠者の調査j也

}，'，\ J;�は20ぺ[乙-1;11-<:b{ïi虫せである。 591ß:は16地点， 6印O{恭存は9 J地 也
}，'ルl
あろう。

( 11木言日地図解説〕一一ー各図の説明1， 2-ー

その 1は知12:の 分， 音声項目のj也凶16枚と〕医科高1項目の地図

34枚と の解説， その2は知2 aミの 分 で ， miJJ司項目の地図50枚の解
説である。 音声表記のまちまちな報告をどのようにして同形あるい

は異形として扱ったか， 又それぞれの語形にどのような理由でどう

いう色と形の符号を宛てたかなどが説明しである。 おおむね尤もな

考えかた宛てかただと思う。

J;fíl集の解説は31頁であったのが， tf� 2集では69頁を使ってい

る。 研究室員の言語地主主学的考察が随所IC披i座され て い るの で あ

る。 訟が{のすJíも知25誌の方lζ多い。 3ぺ右8 CAKUMAMU は
CUKUMAMU， 36ぺ右00・AA はAA:OO， 同UUは00で

はないかと!ぷわれるような類が幾っか見当る。 10ペホnはじめに」

ければならない。 とんまな私は町く迷ったものである。

52. 1iR座を かく。『茶の1:�1ぬき符号を与えた のは，アクダの恕iで ，

巾国地方来部にかなりまとまって分布している。 乙の分布領域のう

ち鳥取の東半と1\]，IiL!iは， 後部分がカクであり， 鳥取西部はクムであ

るととはとの分布を解釈する上で一つの手がかりとなろう。J(5ペ

左)とあるが， 隠岐と鳥取西部とは燈色のアアタなのだから， 説明

の仕方が適当でないだろう。

53. 居る。『紀伊半島lζ分布するアノレ!とついては， 現代標準語で

は人が主体のときアノレとは言わないが， 古くは，1ありJ IζI(人が)

いる」の怒り;があったとコ考えら れる。Jnむかしむかし， おじいさ

んとおばあさんがありました」の形で化石的に保た れ ているJ(8 

ぺた)とあるが， 古くはそう言った乙 と明白で， 1女などのあると

乙ろをもなどか忌みたるやうにさしのぞかずもあらむJ (枕)などあ

りふれているが ， 汁訴のはその化石では なく， 1忘れ物を し た人が

ある」の矧で紀州のとはìßぅ。

57. 炊く。 津軽・秋田 ・福井県坂井郡でカシクと言うの は古い

語形の残存であろうが， ニノレからタクへの変化の過程の『どのあた

りに位置するものかは判定しにくいJ(14ペ左〉とある。これは当然，

まだ煮なかったH寺代， 炊いでいた時代の， つまり煮るよりも前の認

なのではないか。

59. センタク(裁縫〉。 この解説は， 凡例との関係がよ く分らな

い。 ノトどきIJIと国H西同」というような範聞の はっきりしない言

いプJをするのもめずらし いが困る。

60. ハソン(修繕)。 裁縫を�I床するハシンlζπL原を求めている
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が， とんでもない。 破jfl�行という言葉もあって， 分りきったζと

だとばかり思っていた。

74. 呉れる。 岩手・秋田・山形などにモラウが見られ るの は，

『回答者の誤解lζ基づくものであろうJJ( 3 2 ペ右) とあるが， 1iEIHζ 

再調査する方がいいだろう。 r!J'!立から「賜ふ」の芯|泳で「賜はる」

が伏われるようになった乙とや ， 近61'-， ["くださる」 と言うべきと

ζろに「し、たYく」と言う人の多い乙となどが述恕されて， 川法な

いし語義の変化の過程の現れではないかとも思われる。

88. 咳をする。 コズク・コツノレ・ツクを斉しく茶色の符号で示し

ているが， 乙れを同類とするのは考えものだ。 コズクは小突くで他

動詞， ツクは付くで自動罰なのではなかろうか。 もっとも， 隠岐の

西郷と五筒だけはセキをツク となってい る が(地図87， 88 )， これ

は珍 し い。

ヒク・ フクについては， シワブクとの関係を考えようとしている

が， それは無理だろう。 ヒクは原則的ICイキをヒクのである。

92. 磁をつく一後部分一。 ウソーシャベノレは， �方言的なもので

ないかも知れないがJJ(57 ぺ左) とあるけれども， 青森県から秋m

県の鹿角L11にかけて局地的!C， 一般のシャベノレと迷って， 言う-f11

げるの意味でシャベソレと言うのだから， 十分に「方言的」だ。

94. オチノレ(下車する)0 59ぺ右の『福品南部で2 地点JJ (4行

川 目)， �佐賀で2 地点JJ( 6 行自)， �佐賀で 1 地点JJ(9行目) は， 地

図94 ， 95を対照して見ると， どうも!附lζ落ちない。 もしとれらが，

それぞれ， 福島南部でl 地点(磐城Tlî 5723. 3 6)， 佐担で 1地点(束

快 松行!ìT.1l玄海7239.24)， 似ニ白で 2 地点(京総iflW1111子守7229.75及び

同部浜崎玉ぬ7 3 3 0. 3 1)ならば地図と合うように思う のだが， どう

なのだろうか。 なお， オチノレを下)!吋ーる�I�、で{叱うという地点のう

ち2地点(秋ITl.if;1JlQjIJ li11毛応内3723.2 1と宮城県日J'lWII}ii浜4753.76)

は， 椛市の方をオリノレと言うと十11f17されている(地図95)。

95. く 市が > 落 ち る。 熊木県のカカジノレは， A4し て蕗町のとと

だろうか。J也似|で「その他」としたという「出きむしっとるJ["爪で

磁いとう」などとj，ìjじく) I，'Jい本の裂かれている光fil-を持ち1'1:した

1'111\1火:(解説一方法一1 11ぺ ) !ζ日|かれた答であろう。

98. 助，Inl ["が」。 土絡を， ["百さまイ落つる」の如くイで言い表

わす地点が大分県にはあるが， 症、になる・症が出る(地図8 0) 1ζは

イが全く見られない(65ぺ左)という。 乙んな事を殊吏iζ言われる

と， イは尊敬のJ1jにでも伏われるのかしらと， あらぬ抱;l像もしてみ

たくなろう。 古さまイの地点では， 荘、のJ1!j!ζは主格表現をしないか

ら， イが現れないのは言うまでもないのである。

〔地 図〕

多色刷は印刷工程IC�!:'':�'な困難があるらしい。 しかし乙れだけの

語形を黒一色ではとうてい見分けられないから， 過誤の生ずる危険

を日してでも色を使わなければならない。細心な注意をもって過誤

を最少限にくいとめるよう努力すればいいのである。

分布の大勢は誤りなく示されているようである。 各地点の具体的

記入lζ誤印があるか， 無いかは， 資料を見なければ分らない。 やや

泣憾なのは， 調査しなかった地点に記入してあったり， 調査した地

点lζ記入洩れがあったりすることである。 記入洩れの方は， 調査の

網の目が粗くなるだけだから大した乙とも古!い、が， 調査しない地点

に記入しであるのは府間と同じ作りならまだしも， 特異なものだと F2 
on大だ。 背中のSEの苛(7凶)にはJI見絹1 ， 術印 6 が見受けら



れるが， 三2重県北牟婆郡長島6585.83の桁印Ele昔は， 高知県の音

が乙乙にもあるζとになって， 言語地理学者 lζ何か1m駄なことを考

えさせは し まいか。風のZEの音 (10図〉は脱漏3，街印 5だが，島

板県大岡市羽根西642 0.60の街印deは， 伊豆諸島以西lζ散在する

計七語形だから， 人を誤信させるだろう。

脱i府も街印も， 僅か 1，000地点ほど しか調査 し なかった音声項目

に多い。音声項目など初期の印刷工程では使った糊が悪くて符号が

はがれ洛ちたζともあると聞く。火事のZIの音(15図) は脱漏が

最も多く22 地点にのぼるが， これらの中には， 調査目的が《音声・

クワ�(解説一方法118ぺ)にあると知ってジの部分を報告 しなかっ

た地点が幾つも含まれているそうであるが， それならそれで他の項

目にあるような「無回答Jの記入をすべきであっただろう。琉球の

「別語形」も同級である。

5. 元日のGAの音。ガ・グヮの別のほかに， �語頭にもかかわら

ず，市長烏・愛知 その他11:若干の(9)が分布 して珍 しい� ( 解説3ぺ)

が， 地図の符号は， 鼻音か否かが極めて似た形で区別 し であ るか
ら， 分りにくい。9wa は徳島県内 8 地点ら しいが， !)aの 方は， な

かなか採 し にくい。 愛知は12橋市立町6559.46だろうが， その他は

長野県諏訪郡富士見5683.61と新潟県中類滅1111三羽15613.33なのだ

ろうか。ただ しとれらのうち， 愛知県盟橋市li.uりと徳島県海部郡ÌÍIi
南町皆ノ瀕7417.72 とは， 正月のGA ( 6図)が鼻音でないととに

なっている。

69. 数える。山形県米沢47 60の 54と 64 との符号が， 検に並べ

てあるので， どちらが「勘定する」でどちらが枇形「かぜる」なの
か判断に苦 し む。長野県北安曇郡小谷5631の 16と 2 6，fií"問県賀茂

出11�f' 111 6655の 87と97などのように， 多少 の j!!l迎はあっても上I�

lζ重ねるべきであった。また 2�4 語を括って1Jf:用を示す弧線は EE 
と かく落ちやす い が， 岐阜県吉城郡宮川5558.67 と吉城郡神間

5559 .51との聞のカンゾースJレもどちらかと括らるべきものだろう。
熊本県阿蘇郡高森7374 .15の東にあるカンヌJレは， とれは弧線はあ

っても短かいから， 高森町ーの 3語併用なのかどうか見定め難い。

以上， 御馳走を十分iζ:l'l:味 しきらないうちに重箱の隅を突っつい

たような， 乙せ乙せ した其似を し たが， 代表的な言語地理学者の集

団であった地方言語研究室の仕事なので， つい些末な欠陥までも自

について し まったのである。このような手ぬかりが， あるいは印刷

工程IC あるいは調査ない し整理の際にあったと しても， 人間わざ

と して， 殊に年度内にどれだけの形を整えなければ ならないという

ような制約のある宮庁の仕事と して， これ以上の完全を望むζとは

無理なのだろう。乙れが人力の限界なのかも知れない。 しかも私の

迎解不十分による誤解があるかも知れなし、。仮りに大部分がどこか

の手落ちであったと しても， ζの言語地図の大局的価値は微動も し

ない。ただ， とれほどの， 国家(1'-1ない し世界的事業なのだから， 山

来れば 少 しでもJliP.!:I1:近づけ たい。そ乙で私lζ 一つの提案がある。

もう一皮またj也プJ制査員を委嘱 して， 各自の分担調査された結果の

記入を般かめていただいてはどうだろうか。j也ブ'JiliJ査員と しても，

地図をして有終の美をなさ しめるζとが， 不朽の卒業lζ関与 した光

栄ある責任のようなものではなかろうかと考える。

ζの大事業は， 根本的lζは地方調査日のお挫で出来たも の であ

る。現地調査に当られた半15'を心からねぎらいたいと思う。そ して
併せて， 制査報告の�J主総集という至:l'lí:の業を進めて広ーられるj也ブj



言語研究主員の， なかんずく徳川宗賢・加総正信両氏のお骨折りを 折込みでほぼ同じものが侶げであるが， 両15共lζ図の解説を欠くか

ありがたく思うものである。 ら意味がよく分らない。 校準認のハ行子音に対応する�'í-'のうちKや

。 。

ζの2年rmlCは琉球関係の本がよくIUた。 その怨頭は言うまでも

なく平山畑ì!JJ悶士の大幸子。 いずれもソノシートイJ きの，

琉球方言の総合的研究 11134 1・ 3 明治苫I�'é発行 ( 以下略称「琉
球研」又は「琉J)

琉球先島方言の総合的研究 昭42・ 3 明治書院発行(以下略

称「先島研 」又は「先J)

ζれに前年度の

琉球与那国方言の研究 昭 39 ・ 3 東京宝発行(以下略称「与
那国研」又は「与J) を加えて平山博士の琉球方言研究は完了した

もののよう で あ る。 昭和37 年から 41年まで延べ265 日の調査，

1，200人余Ir:面接したという苦労は大変なものだったろう。 央大な

調査結果を続々ととの三大冊にまとめたのも， 中本正智氏あるいは

中本氏と大島一郎氏という有能な共著者があったとはいえ， 凡人の

わざではない。 大島氏は都立大学助教授， そして中本氏は都立大学

の大学院学生で千葉大学講師だという。 私は知らなかったが， 聞け

ば中本氏は外人留学生相手lζ日本語の手ほどきをするため週1日だ

!日 け非常勤講師として来ていただいているのであった。

琉球研 は， 本文は奄美1:半島と沖純1洋ぬとだけだが， 巻頭iζ全琉球

の〔ハ行子音(P， F， h) 分布図〕 がある。 ;(tí:美大白から与那国まで

収 およそ200地点IC P， F， h， FP， hF， hp， Ph などという符号が示して

ある。 乙の図のうち奄美I:f烏以外は， すでに与那国研IÇやはりそ�Jm

Sを除いたものなのであろうが， 音声を示したのか， いわゆるfjぷ

を示したものなのか。 本文の記述lζよれば， ;(tí:美の与路(66， 67 ぺ)

は/ha/(ha) ((ハ))， /hi/(çi) ((ヒ))， /hu/(Fu) ((フ))， 同じく;'，仁尽(66，67

ぺ) は/hwa/(Fa) ((ハ))， /hi/(çi)((ヒ))， /hu/(r-u) ((フ》であるが， ;JUr: 

111'として示しであり， ì'l'純の|柿木部(104ぺ) は/hwa/(r-a) ((ハ))，

/hi/(çi) ((ヒ))， /hu/(Fu) ((フ》であるのが F としてある。 当界の志

戸椅はPとしてあるが， r第5編語気;J(音声表記) 1とは， paku(:fí'j) 

の類lζ数倍する hana(花)， çiru (昼間)， Futa (蓋) の類が見え

る。 八重山のj波照聞もPとしてあるが， 同じく語�!;Ir:は FlJni (船)
の類が幾つも見当る。 のみならず抜照問 は， 先I�研lζは， wハ行子

7.fはウ段では/h/である�(128 ぺ右)と言って， /huta/(F\ita) (荒)
などの例をあげ， r語気;J には/futa/(f\lta)(294ぺ) としているので

ある。 とのような乙とでは， せっかくの分布図が単なる釘lîり物にな

る。

巻頭の口絵で も う一つ重要なも の は 〔琉球方言アクセント分布

図〕である。 ζれζそ著者の最も力を入れたものだと見えて， 本文

122ぺ， 156ぺ， 172ぺにも分割し て同じものを重ね殺せている。

前の与加国研 にも(但， ;(tí:美欠)後の先品研lζも同名の分布図が巻

頭にある。 もっとも三度目の先島研 は， 分布図についても『前2�:の

記;1混と同一事項lζj叫れる;場合 は， 本舎の記載を以て前若の訂正とし

たい�(はじめに〉という呂的によるものらしく， Jjí.なる蒸返しでは

ない。 突に次の如き多くのj�!/�のアクセY卜について郭:首の判定!�t Fこ
変ってきたのであるq



(注) . cυ1  . 2わ) (3) (付4.5め〉 4此苦号慢?ま2Eお包:?よ屯2誌t滋2匙志記♂:了dよぴ円
.，t，. (ο1 . 2わ) (σ3.4.5め) L企� (ο1 . 2 • 3幻) (付4.5め) L1:::， (ο1. 

2 . 4 . 5) (3) 

奄美

11 

沖縄

11 

+ 一型(1・2・3・4 ・ 5) x 。 無アクセント

先 琉 与

大島大浜 } Â�ー-.，t，.

毛f界島赤述 企←-.

t符 企←一.

本島恩納 .←一回←-.，t，.

H 石川 A←-.，t，.←-. 

11 糸満 A←一.←-.

久高島 .，t，.←-.，t，.←一.

粟国島浜 .←-L1:::， 欠
久米島真謝 .，t，.←-.←一企

比)J:� ， .，t，.←-.←一企

11 嘉手五11 A←一. 欠
H 南大東島在所区 × モ一一 + 欠

宮古島 狩イエ Â←ー+←-.，t，.

大Mì. Â�.，t，.�ー-.，t，.

西原 企←ー× ←ー×

比五，，'. + �ーー + ←-.，t，. 

保良 A←ー+←ー.，t，.

友利 .，t，.�一一 +�.，t，. 

新型 火 +←一一十

宮岡 欠 + �一一+

宮古島 与羽目羽 �←-.，t，.←-J:" 

池間島 ゐ←-Â--一×

来l副島 × モー-.，t，.モー-.，t，.

11伊良部品佐良浜 Â ←一一 × ←一一 × 

佐和田 x �一一 +←一一 + 

長浜 × モ一一 + 令一一 + 

国イ11' x �一一 + �一-.，t，.
伊良部 × ←ー+�.，t，.

11 多良間島組川 .，t，.←ーー+←ーー+

水納品 欠 + 欠

八重山西表烏星立 .，t，.←一国←一.

組納 .，t，.←-.←ー圃

刈浮… A←-.←-. 

網I反 .，t，.←-.←-. 

九(j間島 A←-Â←-Â 

)，'，]到な態度で長い時間をかけて科学的観察をしてさえもとのよう

に実態把渥の困難なのが琉球方言の実状なのであろう。

琉球liJ[!ζは第5編として， 先島研には第4編として「語嚢」があ

る。(与那国研にもある)

同立Jl<I語研究所編「分:J;(j語気;表」を参考にして分知した項目lζ，

琉 球研は奄美 ・ ;11'制を主 と し てJfiEJ車内13 地点及び鹿児r... \の方言を

音声符号で， 先島研は宮古・八重山を主とし て琉球14地点と鹿児

島 ・ 京都の方言を古来rJワと音声ね号とで(先島liIfはアクセント�;J

J，}をつけて)ぷ記したもの。 tl;目訟の上jiなる対iRなのである。 たと

えば， íひ と り」が 1人2人と数える怒川、 らしい所(疏301ぺ ，

∞ 
.，.... 



i 

先237ぺ) と単身の意味 らしい所(琉431ぺ， 先492ぺ) とに掲げ

であって， 琉球!iJfでは前者と後者とで， 瀬利党tfui対t'3ui ， �{� 
tfui 対duttfui ，伊江島duntfui対t'3ui の相逃が見え， 先島研で

は同じくーーすべて対比の必要がi!!tい場合アクセント�:J号を省く

一一大ìilì [tafl}kja:]対[t�fl}kja:]， 黒白/pisurï/[pjsur] 対/pisï'ru/

[pjsïru]， ì&f，\{問/piturï/ [pjturï]対/pïturï'/ [pjturï] (琉 は 共 lζ

[piturï]) ， 鹿児島/hitoi'/[çjtoi]対/hitoi'/白jtoi]の相迩が見えるが，

立味の差異を言い分けるのか， 単lζ発音者 ないし発音時また は記録

者の聴き分け方の相違lζ原因するのか， 分らない。 なお， 奥武は，

琉球!日fでは共に[t'3ui]， 先島研では共[ζ[tfui]であり， 鹿児島は，

琉球研ではアクセントは分らないが共に[çitoi] で，無声化していな

い。 先島liJfではまた ， 石巴が乙こでは共iζ[pïtu:rï]だが， 119べで

は[pjtu:rï]と無声化している。「内」が食品らしい所(琉325ぺ，

先283ベ〉 と筋肉らしい所(琉371ぺ， 先375ぺ) とに山 て いる

が， 区別した 記録なのかどうか。 琉球研では前者と後者とで， 名前i

[fi:fi]対[fifi]， 古仁屋[niku]対[mi:]， t弘津[sïsï]対[S!S!]， 鹿

児島[niT]対[niku]の相違が 見え， 先島研では前者と後者とで，

名瀬[niku]対[fifiJ， 首里[fjfi]対[fifi]， 石垣[niku]対 [sïsï]

(琉では共に[Sïsï]) ， 主主照1m [niku]対[më:](琉は共iζ[sïsï]) ， 与

那国/niku/[niku]対/ψici/[t'3itfi]の相逃が見える 。 なお， 与那国IiJf

帆 (第5 Æ;而語染) では， niku[nik'u]及びψiψi [t'3it'3i]の形で， 共l乙

「肉」と訳しである。 乙 れらも与那同研 は先島研 によ って訂正され

るの だろうか。 そのほか「物JIIIIJ 1熱J 1口J 1脱ぐJ 1山るJ 1取

択 るJ 1休むJ 111民るJ 1持つ 」 も二か所にILiしである。「目」とI1股」

も ， 五i主目などの自と物を見る|恨の よう な区'51Jを したつもりなのかど

うか。「食べるJと「附むJ(琉には「食べる怠Jと注をつ けてい

る ) ， 1早い」とr:iiliい」 などはょにして区別してたずねたのか， 区別

するつもりでil�せているのか。f:Æt球lilflζは史lζ「汁J 1廻るJíiJ:う」

もこかJY'iに山していたも の が先仏lJfではーか所になったが， とれは

もともと 区別が無かったのか， 区別していたーブiを省いたのか。 先

山研では， r答H輪J 1�iJ;物H難しいJ 1危い」も ， ζれは琉球liIHζ

も重íl員ではなかったが省かれて， 結J可622項目になっている 。 琉球

研 は630項目。

語裂を 見て感じさせられる 乙とは， 琉f求語が発音ないし音ì�lの面

などで極めて帰れの多いらしいことである。 名詞・動，�ííJの -�何jずつ

を抜いて示せば下のとおり。

0名，jiiJ liìí CJt 295ぺ， 琉331ぺ)

名 ìvJi /'u寸hï/[白çï](先， 先66ぺ〉ー[wukï] (l)tE)ー!，
u'ï/ [wuï] 

(琉54ぺ〉

古仁屋 [wUfï] (琉) -/'uk/[wuk] OJ;E 54ぺ〉

fむilt [wï:] (琉) -/'u'ï/[wuï](琉54ぺ)

辺土名 [?u:ki] (琉) ー[wu:ki](琉173ぺ)

奥 武[u:ki](先〕ー[wu:ki](琉)

池 fltJ /tagu/[tagu] (先， 先106ぺ) -[wu:ki](琉)

大 前ì [?u:ki] (先) -[?u:kj](先66ぺ)

石 垣/'u'uki/[?u:ki](先， 先66ぺ， 先114ぺ)ー[wu:kiJ (琉1ー
[ta:!Jgu] [?uki] (与101ぺ)

租 納!
，
ugi'/[?ugi](先， 先66ぺ〉ー[五k!] (与100ベ、

与JJI5111 !，ugi'/[?ugi] (先， 先66ぺ〕ー/'ugi'/[(w)ugi]r..tj. 26ぺ
!，ugi'/[u・gi](与179ぺ)

tσ』、



(鹿児島) [oke] (先)-[woke] (琉〉

omli詞 為る(先449ぺ， 琉409ぺ)

名 瀬/SU'N/[SU日] (先， 先72ペ， 琉) ー/sjU'N/ (琉203ぺ)

亀 搾[fu: i] (琉〉ー/sju'i/ (琉231ぺ)

池 間/'asï'/[五sïJ (先〉ー j'asï'/[九高J(先72ぺ)ー[ssuJ(琉)

石 垣/SU'N/[suロJ (先， 先72ぺ， 先 116ぺ〉ー/SïγN/(先163ぺ)

一[sïnJ(琉)

竹 宮/si'iru'N/[fi:ruロ] (先， 先72ぺ〉ー[firunJ (先43ペ)一

/Su'u'N//si'iru'N/ (先173ぺ)

和市Ij [suロJ(先， 先72ペ〉一[su:J(与100ぺ〕

黒 白/si'iru'N/[fi:runJ (先， 先72ぺ〉ー[si:ruロJ (l)- 100ぺ)ー

/si'i'N/ (允178ぺ)

与那国 /-kiru'N/[kiruロJ (先， 先72ぺ， 与181ぺ)-/kiru'N/(先

190ぺ， 与116ぺ)ー/ー'iru'N/[iru口J(う179ぺ，与112ぺ)

乙れらの中には布年層と青少年屈との迷いというようなこともあ

るだろうが ， 両者の いずれか一つを記 述 して， 注記をもせず他を顧

みないのは， たとえそれが調査者の 見落しの結果ではなくても， 不

十分な記述と言わねばならない。「語梁」は， 先島研で は全頁数の

五分の三， 200頁以上， 琉球研で も150頁以上が宛てられ重視され

ている。 先島研はまととに余裕のある組み方をしているから， 琉球

研 の語系'を全部そζlζ統合して比較対照の使lζ供するととも出来た

筈である。諮設以外lとも重複訂正などがあるから， すべて最後的な

研究結果 によって一つ にまとめられたら， それ乙そ宮古・八重山を

合めた書名どおりの「琉球方 言の総合的研究J 1冊が出来あがョた

ζとだろうp 3冊合計18，000円で買い求めるより， 読者としても

どれだけ助かるか知れないのである。

以下， 背tUt・アクセントの記述lと関して簡単に所感を述べる。

〔音í'J1)の対応というととが， 9"'*1ζ琉球研や与那国研ではしばしば

説かれる中IC， 話中語尾の「ハ行音IC対応するもの」として「皮」

「上」ゃ日IIJ r粟H泡」などの語例をあげるのは(琉67ぺ， 89ぺ

ほか)平安時代の発音と比較するつもりなの かも知れないが (泡は

中古で もアワ)， とれらは後世の転呼音との対応 として見るべきだ

ったのではないか。 なお， 与那国では， 東京の/Oi/IC 対応するもの

は/gi/であり， /Oi/ではないが ， 東京の/oe/ lζ対応するものは/Di/であ

る(与50ぺ〉という。 例 ， /naDiru'N/[naDiruロJ (投;与50ぺ， 与

184ぺ， 先403ペ)。 とζ ろが又， 東京の/De/K対応する与那国方言

は/gi/であって，/Di/ではない(与63ぺ)ともいう。 例 ， /'Ngi/[D9iJ 

(者i与63ぺ， 与187ぺ， 先377ぺ)。 実例は実例として， このよ

うな説明の くいちが いは人を迷わせる。

背戸ねー号ーのfJ7.い方lζ も疑問がある。 fとFとは区別し て いるの

か， いないのか。 先日研によれば， 黒μ(126ぺ) には苛系として

h のほか底歯音素f があって両唇音来F は無く， /hubi/[FubiJ 

(首)， /fuci/[f\/tfiJ (口〉 の例 があが っている。 その 「首」はまた

/fubi/[fubiJ (359ペ〕とも記録されているが ， [F]と[fJとは区別

して用いているの か どうか。 あるいは更にjhu/と/fu/とに も区別が

あるの かど う だろ う か。 池間で もーーとζは「ハ行子音分布図」

(琉巻頭〉でhpとなっている島だが一一音素のhとfが， /hucli/ 

[FucliJ (為ょう; 105ぺ)， /fuzï/[fudzïJ (釘; 107ぺ〉 の ように現

れるらしい。 語設を見ると， jhu'N/[Fun] (本; 265ぺ)， /hu'u/ 

[Fu:J (帆; 308ぺ〕など標準語のホIC当る場合lζ/h/[FJ が多く一一

o 
αコ



市日

但， 星はjfusij[f日sï] (先330ぺ)，[FlJsi] (琉349ぺ)-，jfu'juj[fuju] 

(冬;200ぺ)，jfutaj[flJta] (叢; 294ペ〉などフlζ当る場合lζjfj[口

が多くなっている。

〔アクセント〕の記述には語�iの関係を見るζとが今日では常識に

なっているが，mai (稲i与6 5ぺ)，nai (今;与6 5ぺ)，mana (今，先 53

s"jIJa (先275ぺ)，j'asaha'Nj[?asahan] (先 485ぺ)ともあるのは，

揺れか， 誤和'[か。

〔文法〕 その他は省かざるをねなくなったが ， 文法もこの大研 究

を読んでさえなかなかよく分らない。 琉球方言はむずかしいものだ

と， 重ねて思い知らされたが， それは本書3冊の談後!畿の総括的結
ぺ)， ji!Jga (男; rlfE 124ぺ)， wunagu (女，琉124ベ)，midumu (女;先 tiiiでもある。
54ぺ)などを第 4類として整理するようなζとはおかしいと思う。

。
琉球諸方言のアクセントの比較表が先島研 IC載っている。 (60�75

ぺ)。 似たものが与那国研にも載っているから (98�101ぺ)， 重後 八重山語嚢 宮良当壮 I沼 41・ 8 東洋文庫発行
する部分 (石垣・黒島・波照間・租納・与那国)を対照してみると， 昭和 5年初版の複製だが， 故宮良博士の力作， 長らく絶版で市価

共通する調査語 59中，多きは祖内の半ば以上，少ない石垣でも三分の も高かったが ， 非売品とはいえ 8，000円で自由に買えるようになっ

ーに， 発音なりアクセントなりの変異がある。 いまアクセントだけ た。 bagasi!J (183ぺ)が測す・煮るではあっても， 湯ならばfukasiD

Icf吸って波照聞の異同を示すと次のとおり。 tëが先島研 ， 右が与到lì と言い， 7l<1C図形物を入れた場合bagasi!J と言って， 茶だのuτBだ

国研である。 なお波照聞は， 巻頭の分布 図で 3i!}を通じて ( 1・2) のについても巨うのだというようなととも， *世には説明]しである。

(3・ 4・ 5)の二型として示しである。 音声符号が，t世L迎と少しillうと乙ろがあるけれども ， それは凡例を

木 h:--ki: 手 fi:-ji了 穂 pu:ιー丙了 雲 見て気をつければ いい。 今でも琉球語放の�一等の文献だ。 若者の

FVTFOE--FUEEE 竿 SOL-so: 汗 ?a]l一一二五万i 雨 前著「採訪南島語i注意'Uと共通する地点の語を比較すると， 1m声化ね
九ml一一二?a:mi 書く h号kuf.í--híl-kuD 裂く S号ku己一一 号の有1!!{などで多少の相違はあるが， おおむね一致する。 同じ資料

S号ku古 飲む numuD--nu函五五 時く maguD--magu五
余る ?amarUlJ--?ama日五選ぶ?irabuD一一?i長bUlJ 旗でる
fissa:suロー-sittasulJ 歩く ?arugu長一一?arugulJ 厚い

を使ったのだから当然といえば 当然だが， 誤記の少ないであろうこ

とが推察される。 その稀な方の一つではないかと想像される語IC，

fu:-pitu (大人，成人 石垣，波照間)がある (232ぺ)。 採訪南島語
?atsa厄元一一五ttsah五 重い 五sahalJ-一?nsa百五 染杭ではfu:・pitu は石垣島だけで， 波照問はbu:-pïtu となってい
Æ:-い ?atsahao--?attsahalJ 日い takaha五一一takahalJ る (291ぺ)。乙れは多分 ，幸f:者の資料が音声符日を筆記字体で;5い

+c::: かなり法則性ある異同であるから， 見かた考えかたを変えられたの であるために， 被照問はb であるのを石喧と閉じf と見誤ったの お
かも知れないが， s'jna (綱， 先 53ぺ)， ?asahalJ (淡い， 先74ペ)が ではなかろうか。 平山輝男博士の認決でも， ì皮照問はbu:pjtu (先



日仏∞
λ)w

Z
2
Z
(
諜
呂町
λ)

fd
弘印
刷。

U甘
嚇
ロυ
引
説
・2叫
「
桃
山肌
」
一円
没

戸、
ぺ
初出百
四
δ
ZFMU
HY
切
戸、
ペ
弘山
デ

策
同法
適
お
蹴
特
設
(寸HO
A)
ぺ
伊
一割

{い
司
法・

召
日日一円一
件
ZC門)
法
京
〈
ペ
5cu
作
ヤ
ペ
弘山
ミ
パ
貼山
向日
(HAH印
λ)。

湯
川V
〈
刊
合F
E
ZCU
HY
同い
戸、「J
δ
，d
弘山
川叩
ψ
oM一N
E→品川一川
δ
哨閉
山町肘
R
4U
\
2.2\

[ぺNEロ〕
(
沖
怠D
λ・

h引
回∞ω
九)
作
ヤ
パ
切
{k
eパ
併
が。
吋
知
・
同一N
壬
割
高

け庁
S
酬明
時
F

n
s
n汁

土
門
吉
岡'F
門
討町「J
ゆ
d
ペ
詫
鵡
S
刷出
掛剖
州
国社
ミ
創
作
伊

FJ
N
Lm
ψ
d
恥山
ん明。

咽町
属
当
・川
・羽
謬
哨酬
園開

E
E
湖

沼
品N-
H

持
制問
頃
出
需
山判開
布

U託生門
歯
K7
併
合
AU
ヤ
汁
HV
P
(
g
wm-
議」ニ
満
開
拘
禁
伸一同)
出引
〈
め
叫
すAh

FJ
b凶噂

九日
伊
砂ν
〈
い庁
荏
除
外
合
δ
叫町
鵡
8
4v
S
代
M7
mV4
剛山
蛮
eq
時
制。
吋
礼
℃

刈叩匂

桂平
門
「
EH」
作
法
~叫ん
ゆ
d
ミ
hm
S
作
俗
d
パ"
『
E
8
MH
斗U
AU
δ
枠
制
AU

E伊

S
門
作。
』
作
法一
三

戸\門
弘山
向日
HUν
my

吋
由υ，
bh・
『冒降
局)
門
作。
自
作
E
作

品)
忠"

局)
門
作
』
ぺ
弘山
が
δ
~H
S
岡
国一-
b凶
WV
印刷
粁
ψ
Ah
n
作
品V
弘山
内日。
〉
印
台」

U材
対
立∞
λ
ー
に・
尚
言
Y
80
20

割問
探
訪
仙川
諜
梁
U庁
特
uq
帥
gw問、
市
川司、

W前斗
i咽作
法∞
d
sN
{g
HY
E
汁。
n
δ
uq
川
盟
国刊はY
W
Uも
せ
週
ぎωN
h判

h円
減
除
戸、
ペ
5
防相u
AW
併
殺
N
8
M司
副阿
蛮
湾
8
詳
湘
占豆半
同判
}雪門
戸、当h
時主l

同州
δ
諜
撰MU凶刊
斗司、
」叶∞
章。
ヨ
呈
δ
bF4
s
dβhrJ
時四ゆW
AU
総
出
日
代一円
|
喜
代

~H
R
ょ
に
の
曽一
弘円
山m
H畑、p'
S
釘
添
田阿
MV
-v
d
今

回国
賊
8
MW
C
VU
併
の
蒋
禅問
斗

が
門
九円
営
E
M対んいo
器片h
h明
特
性
δ
ヨ
〉
諜
泣い
・2件
鈴
子
I一-
3一円
特
耳
き
口

湖
葉
市
斗
山小
伊
δ
d
弘山
内明。

特
併
託
雨明
、年
初
練
斗
劇
団)
RW

-汁
〈
斡FJ
ベFJ
んm

Av
δ
‘吋
品印
刷明。
方々
S
選、
(ドム門
川鴨
川け
識
凶作
市
台
市
川m
娯-
斗町
線
戸、
パ
討
mv
合

山小
耐片
岡~Hhn
p
HV
mv品憶
測
点巾
仙川
了
山可
山W
Uも
豆富
山週丹h
淑
潮
市世司。
什
ミ向い。

お
も
ろ
さ
う
し

鮒
索
開

仲
原
義
仲・
外
間
守
善 。
昭
四
二・ムハ 、
角
川
書
庖

発
行 。
B
5
判 、
五
六
六
頁 、
七 、
0
0
0
円 。
辞
典
の
部
は、

故
仲
原
善
仲
氏
の

語
釈
を
も

と
に
し
て
外
悶
氏
が
整
理
補
筆
し
た
も

の。

混
効
験
集
の
中

の
お
も

ろ
語
を
も
洩
れ
な
く
収
録
し
た

と
い
う。
総
索
引
の
部
は、
向
著
者
に
よ
る
「
校

本
お
も

ろ
さ
う
し」
(
附
四
0・
=
c

を
底
本

と
し
て
服
部
凶
郎
博
士
の
指
導

の
も

と
に
外
間
氏
が
丹
念
に
作
製
さ
れ
た
も

の。

両
氏
の
長
年
の
苦
心
の
お
蔭

で
お
も
ろ
そ
う
し

と
い
う
お
宝
な
文
献
が
わ
れ
わ
れ

の
近
づ
き
ゃ
す
い
も

の
に

な
っ
た 。

ま
ζ

と
に
あ

り
が
た
い

こ
と

で
あ
る。
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上
代
東
国
方
言
の
研
究

北
条
忠
雄

昭
四

了
三

日
本
学
術
振
興
会
刊 。

学
位
論
文
「
上
代
国
語
の
研
究」
の
第

二
部
(
主
論
文)

に
当
る
も

の
だ

と

い
ふ 。

主
と

し
て
巻
十
四
の
東
歌 、

併
せ
て
巻

二
十
の
防
人
歌
の
用
字
法
・
特

殊
仮
名
迫
・

音
声
転
化
の
あ
り
さ
ま
を
記
述
し 、
一
史
に
東
国
方
言
の
特
殊
語
法

五
項
目
に
つ
い
て
論
じ、

附
論

と
し
て
「
上
代
東
国
方
言

と
八
丈
島
方
言」
及

び
「
上
代
特
殊
仮
名
遣
オ
列且日
の
本
質」
を
収
め
て
ゐ
る。

東
歌
を
考
察
す
る

前
提

と
し
て
は 、

そ
の
資
料
価
値
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
常
陸
国
風
土
記
や
養

老
五
年
下
総
国
三
郡
の
戸
籍
な
ど
を
検
討
し 、

巻
十
四
東
歌
の
成
立
過
程
を
詳

論
し
て
ゐ
る。

諸
国
風
土
記
撲
録
の
資
料
K
材
料
を
得
て
集
録
さ
れ
た
民
話
集

を
忠
実
に
転
写
分
類
し
て
編
成
し 、

二
種
以
上
の
異
本

と
校
合
し
た
も

の
が
巻

十
四
の
東
歌
で
あ
る

と
さ
れ
る
も

の
の
や
う
で
あ
る。

さ
う
し
て
そ
乙
に
現
れ

て
ゐ
る
国
語
事
実
そ

の
も

の
の
究
明

と
い
ふ
実
証
的
態
度
が
本
書一
巻
を
貫
い

て
ゐ
る。

事
実
の
解
釈
に
も
奔
放
な
着
想

と
共
に
怯
重
な
考
慮
が
十
分
に
払
は

れ
て
ゐ
る
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る。

第
四
鰐
以
下
が
本
舎
の
論
述
の
中
心
で
あ
ら
う。

第
四
節
〔
用
字
論〕

で
は、

東
歌
・

防
人
歌
の
仮
名
の
国
別
用
字
表
を
掲
げ

特
殊
な
仮
名
に
つ
い
て
は
原
資
料
の
地
方
性
を
推
定
し 、

又 、

巻
十
四
東
歌
の



編
者に 、
ハ
ハ
(
母)
を
波
播
と
する
類の
替
字
意
識
と 、
ク
サ
(
草)
を
久

草と
記
す
類の
縁
字
意
識と
が
あっ
た
と
する 。
そ
れ
らに
関
連し
て
訓
話の

面
な
ど
に
も
多
くの

新
見
卓
説が
提
出
さ
れ
て
ゐ
る 。

第五
篇
〔
音
韻
論〕
は 、
まづ
濁
音
表記の
吟
味か
ら
上
代
東
国
方
言に
連

濁
現
象の
存
在
した
と
と
を
論
証
する 。
特
殊
仮
名
遣につ
い
て
は 、
音
韻
論

と
いっ
て
も
む
し
ろ
違
例の
有
無の
指
摘で
あっ
て 、
エ
列
音につ
い
て
は
四

四
四ぺ
で一
言その
音
価に
触
れ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
り 、
オ
列
音の
音価につ

い
て
は
附
論
(二)
で
詳
論
し 、
イ
列
音の
そ
れ
は
全
く論じ
ら
れ
て
ゐ
な

い 。
違
例の
有
無の
検
討に
も 、
あ
げ
ら
れ
た
用
例に
は
遺
漏が
あ
る
ゃ
うで

企

A

・

あ
る 。
之
母
都
家
野(三
四二
四)・
志
母
都
家
努
(三
四二
五)・
等
家
奈
倣

企

-

比
毛
(三
四
八三)・
佐
禰
奈
倣
波
(三
四
六
六)・
安
波
能
倣
思
太
(三
四七

八)・
和
波
左
可
流
賀
倍
(三
四二
O)・
和
波
佐
可
流
我
倍
(三
五
O二)
・

安
波
須
賀
倍
(三
四
七
九)
な
ど 、
こ
れ
らはい
ま
東
歌
を
通
覧し
て
自につ

い
た
もの
だ
けだ
が 、
載せ
るべ
き
もの
で
あっ
た
ら
う 。
助
動
詞シ
ム
の
命

企

令
形
につ
い
て 、
伊
射
禰
之
売万
良(三
五一
八)
を
正
用
と
し(三
九
九ぺ) 、

伊
射
編
志
米
万
緩
(三
四
O
九)
を
誤
用
と
し
て
ゐ
る
の
は
(
凹
O
Oぺ) 、

ほ
ん
の
勘
違ひ
で
あ
ら
う
が 、
と
ん
で
もない 。
メ
甲が
米に
なっ
て
ゐ
る
例

は一
つ
も
無い
の
で
あ
る 。
な
ほ
又 、
特
殊
仮
名
遣につ
い
て
は
東
歌だ
け
し

か
扱つ
て
ない
が 、
防
人
歌
を
も 、
そ
し
て
防
人
歌に
は
東
歌と
迫ふ
傾
向の

違
例
も
見
え
る
し
する
の
だ
か
らな
ほ
さ
ら
防
人
歌
を
も
検
討
すべ
きで
あっ

た 。音
韻
論の
篇で
は
も
う一
つ
音
声
転
化の
項が
あ
り 、
母
韻
転
換・
子
音
相

通・
脱
落
現
象・
添
加
現
象が
扱は
れ
て
ゐ
る
が 、
紙
数の
半ば
は
母
韻
転
換

に
当
て
ら
れ
て
ゐ
る 。
一
体に
本
蓄に
は
残
念
な
が
ら
誤
植が
多い
か
ら 、
政

文の
次
に
あ
る
正
誤
表で
訂
正
し
て
か
ら
読
む
方がい
い
が 、
そ
れ
に
洩れ
て

壬，乞コ方

ゐ
て
迷は
さ
れ
る
と乙
ろ
も
あ
る 。
母韻
転
換
形
式を
総
括
表
示
した
四一
九

ーノ

1」

、J

1』

ぺ
な
ど
は
そ
れの
甚しい
もの
で 、
E
の一J
I--e- 、

V
の
ぱ

||
匹 、
咽
の

、jJ

1 EJ
hv

吋E」，t、、，ノ
r『L

e
は 、
そ
れ
ぞれ'j
l
le 、

町
|
|
u 、
t
で
な
けれ
ば
な
らない
だ
ら
う

(

)

K

[
)
(

]
[

(
 

し 、
E
の
1
||γu一とV

の
工

||a
と
は
本
文に
説
明も
用
例
も
あ
げて
な

〆{、

raL

，t

rEL

く 、
削るべ
き
もの
か
と
恩は
れ
る 。
又 、
母
韻
転
換
形
式と
し
て
は 、
ζ
の

表に
も
本
文の
説
明の
部
分に
も
見え
ない
が 、
和
波
左
可
流
賀
倍
(三
四二

、、，ノ

ー，，」

O)・
和
波
佐
可
流
我
倍
(三
五
O二)
の
如き

ゐ句
に

バ勺
てん円
|le

を 、

及び
於毛
比
須玉口
左
牟(三
五
六
四)
に
よっ
て

い
||

肢
を 、
立
て
るべ

きで
は
な
かっ
た
か 。
挙
げ
て
あ
る
用
例に
加ふべ
き
もの
も
十数
例
あ
る
が

、1ノ

ー，J

・

一
々
こと
に
は
記
さ
ない 。
た
だ一
つ
東
歌のo
lla

に
は
比
多
倣
(三
四

〆t\

「BL

三
五)
を
加へ
て 、
へ
甲の
逃
例
(三
九
六ぺ)
の
そ
れ
を
削る
方が
よ
さ

さ
うに
思は
れ
る 。
な
ほ 、
オ
甲オ
乙
の
転
換と
し
て
安良
能
(
荒
野)
な
ど

を
あ
げ 、
オ
乙
オ
甲の
転
換と
し
て
爾
努
(
布)
を
あ
げで
あ
る
が 、
いっ
そ

可
美
(
神)
や
久
夜
之
気
(
悔)
な
ど
につ
い
て
も 、
違
例と
見るべ
き
か
母

韻
転
換と
すべ
き
か
とい
ふ
論が
あっ
た
ら一
段と
興
味が
深かっ
た 。
な
ほ

も
う一
っ
と
の
部
分で
不
思
議に
思
は
れ
る乙
と
は 、
オ
乙エ
乙の
転
換
例

(
四一
六ペ)
の
中に 、
字
知
江
須
流
(
四三
四五)・
佐
久
安礼
天
(
四三
四

六)・
伊
比
之
気
等
婆是(四
三
四
六)・
叡
比
政
登
加
奈
奈(
四
四二
八)
な
ど

が 、
すな
は
ち
江・
天・
是・
叙な
ど
がエ
乙の
例の
中に
あがっ
て
ゐ
るこ

と
で
あ
る 。
著
者はと
れ
らをエ
甲と
同
じ
母
部と
見
て
居
ら
れ
る
筈で
あ

る 。第
六
銭
〔
特
殊
語
法
論〕
は 、
まづ 、
(一)
形
容
詞
のe
韻
連
体
形が 、

キ
連
体
形の
批
形で
は
な
く
古
形で
あ
り 、
中
央で
はハ
シ
ケ
ヤシ
の
ケ
に
姿

を
留め
て
ゐ
る
だ
けの
もの
が 、
東
国で
は
な
ほ
使は
れ
て
ゐ
た
の
だ
と
す

る 。
そ
し
て
そ
れ
は 、
ク
を
原
形と
し
てア
リが

融
合し
て
成立
した
もの 、
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ク
ア
ル
↓
カ
山川
↓
ケ
ル
↓
ケ 、

又
は
カ
ル
↓
カ
↓
ケ
だ
と
い
ふ
論
で
あ
る。

合
己
動
詞
の
オ
韻
連
体

形
も
古

形
が
東
国
で
伎
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て 、

迦

芸
漏
肥
(
記
下)

な
ど
に
痕
跡
を
留
め
て
ゐ
る
と
す
る。
(
三)

否
定
法
ナ
フ・

ナ
ナ
・

ナ
ニ
に
つ
い
て
は、

二
三
の
語
原
案
を
示
し
た
後、

中
央
語
に
は
痕
跡

も
認
め
ら
れ
な
い
が 、

琉
球
語
の
ナ
・
ダ
・

ナ
ダ
な
ど
と
比

較
し
て 、

日
本
語

民
族
が
南
北
あ
る
い
は
東
西
に
分
布
移
住
し
な
か
っ
た
以
前
に
持
っ
て
ゐ
た
も

の
で、

そ
れ
が
一
は
琉
球
に
一
は
東
国
に
遺
存
し
た
も

の
と
考
へ
得
る
と
す

る。
(
四)
存
在
態
ア
リ

の
融
合
と
し
て
は、

筑
波
峯
に
雪
か
も
布
良
留
(
三
三

五
一
)

の
如
き、

中
央
語
の
エ
リ

形
が
ア
ル

形
に
な
っ
て
ゐ
る
も

の
を
扱
っ
て

中
古
の
東
遊
歌
・

風
俗
歌
に
も
見
え
る
と
と
を
指
摘
す
る。

た
だ
し
風
俗
歌

「
遠
方」
の
「
安
達
の
原
に
多
々
流
か
ら
に
太
々
流
か
ら
に
字
和
流
か
ら
に」

の
「
植
わ
る」
(
五
一
六
ぺ
)

は
も
と
下
二
段
だ
か
ら、

も
う一
言
の
説
明
を

加
へ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
た 。

更
に
(
五)

間
投
助
詞
の
ト
と
し
て 、

比
等
登
於

多
波
布
(
三
四
O
九)

の
類
の
ト
を
論
じ
て
特
殊
諮
法
論
を
終
る。

第
七
篇
〔
附
論〕

の
付「
上
代
東
国
方
言
と
八
丈
島
方
言」
は、
秋
田
大
学
学

芸
学
部
紀
要
に
「
八
丈
島
方
言
の
国
語
学
的
研
究」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
も

の。

誤
植
の
や
う
な
小
さ
な
誤
記
も
幾
っ
か
そ

の
ま
ま
に
残
っ
て
ゐ
る
が 、

改

訂
さ
れ
た
所
も
あ
る。

内
容
は、

動
詞
の
オ
韻
連
休

形、

形
容
詞
の
ケ
語
尾
連

体
形、

推
量
の
ノ
l 、

副
詞
の
ア
ニ

、

及
び
自
称
代
名
詞
ア
レ
・
ワ
レ

の
五

項

目
に
つ
い
て
の
卓
説
で
あ
る。

八
丈
島
方
言
は
す
べ
て
文
献
を
資
料
と
し
て
居

ら
れ
る。

そ
れ
は
そ
れ
で
結
構
だ
が 、

そ
の
文
献
に

つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た

い。
(一
)

国
立
国
語
研
究
所
の
「
八
丈
島
の
言
語
調
査」
の
「
語
い
集」
に 、

『
ア
ニ
セ
イ
デ
ソ
カ
ア
ニ
ス
ル
ヤ

な
ぜ
ぞ
ふ
す
る
の
だ
と
云
所
に
用
ゆ』
と

あ
る
の
を、
『
乙
れ
は
「
な
ぜ
さ
う
す
る
の
だ」
と
解
す
べ
き
も

の。
「
そ
う」

を
原
文
「
そ
ふ
」
と
書
い
た
た
め
の
誤
読
で
あ
ら
う。』
(
五
七
ニ
ペ
)

と
あ
る

が 、

そ
れ
乙
そ
誤
読
だ 。
乙
れ
は
「
図
翁
交
語」

中
の
享
和

二
年
序
「
八
丈
島

語」
の
引
用
で
あ
っ
て 、

写
本
原
文
に
過
っ
て
「
ぞ
ふ
」
と
濁
点
が
つ
い
て
ゐ

る
も

の、

当
然 、
「
な
ぜ
さ
う
す
る
の
だ」
と
読
む
べ
き
も

の
で
あ
る。
(

二)

同
じ
「
八
丈
島
の
言
語
調
査」

を
使
っ
て 、
「
母」

の
意
に 、
『「
語
い
集」
に

よ
れ
ば、

ボ
!

の
形
態
も
あ

り、

或
い
は
ア
モ

の
モ
に
結
び

つ
く

形
態
か
と
も

思
は
れ
る。』
(
五
八
三
ペ
)

と
あ
る。
し
か
し

と
れ
は、
「
南
方
海
島
志」

を

明
治
品川
四
年
に
増
補
し
た
「
伊
豆
七
島士山」

の
場
補
の
部
分
に
『
母
ヲ
ぼ
う』

と
出
て
ゐ
る
も

の
で
あ

り、

「
ぽ」

の
濁
点
は
活
字
が
不
明
瞭
で、

若
し
仮
に

「
ぼ」
で
あ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
「

ほ」
の
誤
植
で
あ
ら
う。
「

ほ
う」

す
な

は
ち
「
は
は」
の
批
語
で
あ
る
筈
の
も

の
な

の
で
あ
る。
(
三)

言
語
学
雑
誌

の
保
科
孝
一

「
八
丈
島
方
言」

の
代
名
詞
の
表
を
写
し
載
せ
て
対
称
に
「
お

め
・
お
め
し」
を
掲
げ
て
あ
る
が
(
五
七
八
ぺ
) 、
「
お
め」
は
「
お
み」
の
誤

植
l

紀
要
の
論
文
で
は
正
し
く
「
お
み」
と
な
っ
て
ゐ
る
| 、

「
お
め
し」
は

言
語
学
雑
誌
に

こ
の
と

ほ
り

出
て
ゐ
る
が 、

乙
れ
は
同
誌
の
誤
植
で、
「
お
め

|」
と
あ
る
筈
の
も

の
だ 。

八
丈
島
方
言
に
は
過
去
又
は
完
了

の-
フ
・

タ
ラ
が
あ

り、

私
は
ζ
れ
を
文
語

の
リ
・
タ
リ
に
相
当
す
る
も

の
と
考
へ
て
ゐ
る。

そ
れ
ゆ
ゑ
四
段
活
用
と
そ
れ

以
外
の
活
用
の
動
詞
に
つ
く
区
別
が
あ
っ
て 、

活
用
は
ラ
行
四
段
な

の
で
あ

る。

文
諮
で
は
「
咲
け

り」

で
あ
る
が 、

そ
れ
が
上
代
東
国
方
言
と
同
じ
く

「
咲
か

り」
の

形
で、

更
に
「
咲
カ
ラ」

と
な
っ
た
も

の。

終
止

形
が
ラ

で
あ

る
の
は、

北
条
博
士一
の
考
へ
ら
れ
る
咲
キ
タ
ロ
ワ
↓

咲
キ
タ
ラ
と
同
じ
融
合
に

よ
る
も

の
で
あ
る。

博
士
が 、

咲
キ
タ
ロ
ワ
↓

咲
キ
タ
ラ
↓

咲
カ
ラ
と
せ
ら
れ

る
の
は
失
考
か
と
思
ふ 。

附
論
の
(
二)
「
上
代
特
殊
仮
名
遣
オ
列立日
の
本
質」

は
東
北
大
学
の
雑
誌

「
文
芸
研
究」
に
載
っ
た
論
文
を
収
め
た
も

の。

方
言
か
ら
離
れ
る
か
ら、

結
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論
を
紹
介
する
に
と
どめ
る 。
乙
類が
後の
オ
列立日と
同じ
オ
韻
を
持つ
もの

で 、
甲
乙
の
別の
ない
オ
列車目もそ
れ
で
あ
り 、
甲
類は
ウ
とオ
の
中
間の
音

で
後
世
は
乙
類と
同じ
オ
韻へ
転
換
し
た
もの
だと
す
る 。
大
野
晋
博
士の 、

甲
類が
今日
の
や
う
なオ
韻で 、
乙
類は
変
母
韻
で
あ
る
と
し 、

且つ 、
二
類

の
別の
無い
オ
列
音で
は 、
ア
行の
オ
だ
けが
乙
類
と
同じ
で
他
は
甲
類
と
同

じ
母
音
を
持っ
と
する
説よ
り
は 、
私
共
の
俗
耳
に
は
入
り
や
す
い
見
解で

あ
る。
(
A
5
判 、

文
本
六
四一

頁 、

定
価
二 、

二
O
O
円)

。

。

言

全
国
方
言
資
料
金
九
巻

日
本
放
送
協
会
編 。
昭
四
了
九
i

四
二・
五 、

日
本
放
送
出
版
協
会
発
行。

定
価
合
計
八 、

四
O
O
円 。

第
一
巻
「
東
北
・

北

海
道
編」
か
ら
第
六
巻
「
九
州
編」
ま
で
と
第
七
i

九
巻「へ
き
地・
離
島
編」

と
の
全
部の
刊
行が
あっ
た 。
全
国一
二
三
地
区
の
老
年庖に
よ
る
対
話
を
録

音し
て
カ
ナ
表
記
に
し

対
訳
をつ
け
た
もの 。
各
巻に
ソ
ノシ
l
ト

四
枚が
添

え
られ
た 。
既に
本
誌侃
集で
紹
介し
た
か
ら
何
も
言わ
ない
が
極め
て
有益

な
資
料で
あ
る 。
集
録
出
版
な
ど
に
関
係した
柴
田
武・
加
藤正
信・
金
田一

春
彦その
ほ
か
の
諸氏に
も
感謝
す
る 。

続

樹
木
と
方
言

倉
田
悟。

昭
四

二・
七 、

地
球
出
版
株
式
会
社
発
行 、

A

5
判 、
本
文二一
二
頁 、
定
価
七
五
O円 。
好
著
「
樹木と
方
言」
の
続
続 。

約三
分の
こ
は
植
物
方
言
集
と
題し
て
殊に
植
物
方
言を
た
く
さ
ん
列
記し
て

あ
る
が 、
その
他
もみ
な
植
物
関
係の
随
筆で
多
くの

植
物
方
言を
含み 、
各

地に
旅
行
す
る
た
び
に
土
地
人
か
ら
採
集
し
或い
は
文
献
博
授の
知
識
を
確か

め
ら
れ
た
結
果が
紙
面
に
溢れ
輝い
てい
る 。
東
京
大
学
農
学部
教
授
農
学
博

士
の
著
者が
専
門
家の
眼
識を
通
し
て
記
録
さ
れた
もの
で
あ
る
か
ら
植
物の

茶
人
は
絶
対
的に
信
頼し
て
い
い 。
乙
うい
う
植
物
方
言の
記
録ζ
そ
私の
最

方

も
高
く

評
価
する
もの c
そ
し
て
心か
ら
感
謝する
もの
で
あ
る c

自
伝
的
仙
台
弁

石
川
鈴
子。

昭
四
了
六 、

審
美
社
発
行。

乙
れ
に
は
が

っ
か
りした 。
土
地っ
子の
内
省によ
る
方
言記
録だ
ろ
う
と
早
合
点し
て
注

文し
て
手
に
し
て
お
や
お
や
と
思っ
た 。
辞
典の
形に
し
て
は
あ
る
が 、
東
京

生
れ
の
著
者が
小
学二
年か
ら
仙
台に
住ん
でい
た
思い
出
を 、
独
り
楽し
く

書
き
集め
ら
れ
た
もの 。
「に
じゅ
う
くlれん
た
い」
〔二
十九
連
隊〕
か
ら

担
任の
先
生の
名
前
ま
で
並べ
て
あ
る 。
よ
く目
を
通し
た
ら 、
少し
は
何
か

役
K
立つ
言
葉が
ある
か
も
し
れ
ない 。
暇を
得た
ら 、
い
ち
お
う
読ん
で
み

よ
う
と
は
思っ
てい
る 。

浦
岡
部
の
方
言
と
風
物

佐
藤
義人 。
昭
四

二・
九 、
大
学
書林
発
行 、
B

6
判 、

本
文
五
二
三
頁 、
実
質
二 、
六
O
O
円。

著
者
は
ド

イ
ツ
語
学
者
の
大
学

書
林
主人 、
静
岡
県
志
太
郡
阿
部
の
明
治
生れ 。
郷里
を
懐か
しん
で
思い
出

す
言
葉を
記
録
し
た
もの 。
岡
部
方
言
辞
典五
十
音
順の
部だ
け
で
も三
O
O

頁以
上 、
単
な
る
対
訳で
は
な
く

郷
土人
らしい
感覚を
もっ
て
語
義を
説
き 、

一
つ一
つ
の
単語
に
用
例をつ
と
め
て
入れた
好
著 。
専
門
家の
中には 、
と

やと
う
言
う
人
が
あ
る
か
も
知れ
ない
が 、
私はと
の
よ
うな
集
録と
そ
まと

と
に
結
構な
記
録だ
と
信ずる 。

千
葉
県
南
部
方
言
に
於
け
る
K
脱
の
現
象
と
イ
音
便
ウ
音
便
発
生
に
関
す
る

「'L

一
つ
の
仮
説

藤
原
文
夫。

南
総
郷
土
文
化
研
究
会
誌
第
五
号(
昭
四一
・一
二)

所
載 。
市
原郡
養
老
出
身の
お
医
者さん
だ
とい
う 。
述べ
ら
れ
る
とこ
ろ
は

学
界で
は
既
に
周知の
事
柄だ
が 、
オ
ダ
サレ
ル
(
叱
られ
る)
が
オ
ド

カ
サ

レ
ル
のK
音
脱
落で
は
ない
か
とい
う
卓
見な
ど
も
ま
じっ
てい
る 。
分
布
も

K
音
脱
落
地
域と
重
な
る
し 、

成
程
そ
れ
に
迷い
あ
る
まい
と
尽っ 。
市
原郡

方
言
集
を
編
も
う
と
し
て
手をつ
け
て
居ら
れ
る
とい
う 。
大
学教
授な
ん
か

の
専
門
業
者が
業
績か
せ
ぎ
に
本
を
作るの
と
違っ
て 、
損
も得
もない
郷
土
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人
の
方
言
研
究
乙
そ
尊
い。

ζ
の
よ
う
な
篤
志
家
の
研
究
は
他
に
も
あ
ろ
う
が

私
は
知
ら
な
い

か
ら
唯一
例
を
紹
介
し
て
お
く。

。

。

最
後
に一
つ
書
き
添
え
る

〔
日
本
方
言
研
究
会〕

が、

飯
盟
毅一
・

大
島一
郎
・

徳
川
宗
賢
の
士一
幹
事
に

よ
っ
て
順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
る
乙
と
で
あ
る。

研
究
発
表
会
の
第
三
回
が
四

十一
年
十
月
に
東
京
外
国
語
大
学
で 、

第
四
国
が
四
十
二
年
五
月
に
東
北
大
学

で 、

第
五
回
が
四
十
二
年
十一
刀
に
広
応
大
学
で 、

そ
れ
ぞ
れ
数
人
の
発
表
を

も
っ
て
行
わ
れ
た。

雑
誌
は
出
さ
れ
て
い
な
い
が
研
究
発
表
会
の
発
表
論
集
が

そ
れ
に
代
る
も
の
で
あ
る。

三
幹
事
の
労
を

多
と
す
る。

辺一
術
111い

ろ
い
ろ
泣
市
の
あ
る
と
と
に
気
づ
い
た
か
ら 、
校
正
し
な
が
ら

思
い
出
す
ま
ま
に 、
余
白
を
伎
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
補
う
。(

昭
必・
6)

児
島
地
方
の
方
言
集

十
河
直
樹
著。

昭
四
一
・

七 、

児
島
民
族
研
究
会(
間

山
県
児
島
市
下
の
町
十
丁
目
二
ノ
三
五)
発
行。
B
5

判 、
本
文
一
五
三
頁 、
定

価
六
O
O
円。

か
つ
て
の
児
烏
湾
方
言
集(
昭
九 、

岡
秀
俊)
は
岡
山
市
の
も
と

御
津
郡
福
浜
を
主
と
し
た
も
の
だ
が
と
れ
は
児
島
郡
南
端
の
児
島
市
に
育
っ
た

著
者
が
そ

の
地
の
方
言
三 、

五
O
O
程
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の。

帰
断
が
五
十

も
あ
っ
て
読
者
の
理
解
を
助
け
る。

山
口
県
方
言
辞
典

山
中
六
彦
著。

昭
凶
二
・

一
O 、

山
口
県
地
方
史
学
会

(
山
口
市
鳥
越

山
口
県
文
書
館
内)

発
行 、

頒
価
は
送
料
品犬
一

、

二
O
O
円。

実
際
に
世
に
出
た
の
は
乙

の
春
ど
ろ
ら
し
い。

文
学
博
士士口
町
義
雄
氏
の
序
に

よ
る
と 、

A
級
に
属
す
る
も
の
だ
と
い
う。

だ
が
私
に
は、

せ
っ

か
く
の
古
老

の
方
言
集
な
の
だ

か
ら 、
他
書
の
孫
引
な
ど
を
し
な
い
で 、

御
自
分
の
言
葉
を

記
録
な
さ
っ
た
な
ら
貴
重
な
文
献
に
な
っ
た
ろ
う
に
と
惜
し
ま
れ
る。

三
重
県
方
言

第
幻
1

2
号。

三
重
県
方
言
学
会
刊。

昭
和
四
二
年
中
に
は

剖
号
ま
で
山
る
筈
だ
っ
た
が
未
刊。

方
言
専
門
誌
が
抑制
い
の
だ

か
ら、

せ
め
て

本
誌
ぐ
ら
い
は
順
調
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
が、

地
方
の
学
会
経
営
は
困
難
が

多
い
の
だ
ろ
う。

編
集
・

会
計
の
倉
岡
正
邦
氏
に
同
情
せ
ざ
る
を
得
な
い。

方
言
研
究
年
報

知
九
巻 、

第
十
巻。

広
島
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
内
広

島
大
学
方
言
研
究
会
編
刊。

お
お
む
ね
藤
原
与一
教
授一
門
の
研
究
集
録
で
B

5
類
似
判 、
百
頁
前
後、
確
実
に
毎
年
刊
行
さ
れ
て
い
る。

皮
質
に
た
え
な
い。

都
立
大
学
方
言
学
会
会
報

第
ω
l

n
号。

片
々
た
る
小
山山
子
だ
が、

乙
の

会
の
活
動
は

ほ
ぼ
府
対
に
聞

か
れ
る
研
究
会
に
重
点
が
あ

り、

会
報
は
第
田
l

w
回
の
発
表
要
旨
と
質
疑
応
答
の
記
録。

い
つ
も
盛
会
で
慶
賀
に
た
え
な
い。

福
島
県
史

第
担
巻
・

民
俗一
寸

昭
四
二・
三 、

福
島
県
刊。

飯
豊
毅
一
・

菅
野
宏
両
氏
の
執
筆
に
な
る
「
言
語
生
活」
の
立
が
あ

り、

多
数
の
分
布
図
等

を
添
え
て 、

六
七
頁
に
及
ぶ
県
下
の
方
言
の
詳
説
が
見
え
る。

寡
聞
の
せ
い

か

類
例
を
知
ら
ず、

郷
土
誌
中
異
色
の
も
の
か

と
思
う。

室
生
の
民
俗

昭
四
了
五 、

三
重
県
津
市
八
鳩
町
一
三
七
倉
田
正
邦
刊。

周
年

二
月
刊
行
の
室
生
村
史
(
奈
良
県
字
陀
郡)

中
の
民
俗
釘
を
別
冊
に
し
た

も
の。
一
二
五
O
頁 、

頒
価一

、

0
0
0
円 、

送
料
一
O
O
円。

倉
田
正
邦
・
鏡

味
明
克
両
氏
の、

乙
れ

も
異
色
あ
る
方
言
記
録
二
九
頁
を
含
む。

〔
日
本
方
言
研
究
会〕

は、

飯
山昆
・

大
島
・
徳
川
三
幹
事
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
た
が、

乙
の
た
び
中
本
正
智
氏
が
加
わ
っ
た。

ー
千
葉
大
学
文
理
学
部
教
授

|
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